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　最近の業績の動向等を踏まえ、平成28年５月20日に公表しました平成29年３月期（平成28年４月１日
～平成29年３月31日）の第２四半期累計期間及び通期の業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお
知らせいたします。

平成29年3月期第2四半期累計期間の業績予想数値の修正(平成28年4月1日～平成28年9月30日)

増減額(B-A) △ 802 △ 117 △ 100 △ 68

4.89

今回修正予想(B) 2,919 78 72 32 1.62

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,721 195 172 100

平成28年10月25日

業績予想の修正に関するお知らせ

記

● 業績予想の修正について

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり

四半期純利益

平成29年3月期通期の業績予想数値の修正(平成28年4月1日～平成29年3月31日)

修正の理由

　第２四半期累計期間の売上高は、機材営業部門、金属加工事業部門ともに大幅な未達となる見込みであります。
　要因としては、機材営業部門ではリース業者の機材保有量の上昇による買い控えや人手不足、人件費高騰によ
る着工遅延等により主力製品の受注が大きく減少し、売上高が見込みを下回りました。金属加工事業部門は鉄骨
部材製造受託の逸注により大幅な減収となりました。
　また利益面では、減収に伴う売上総利益の減少に加え、受注競争の激化による売上総利益率の低下から計画を
大きく下回りました。
　通期業績については、機材営業部門は大型現場の着工等により売上高は回復に向かう見通しですが、上半期未
達分はカバー出来ないことが見込まれ、また金属加工事業部門の製造高回復は来期以降となることが確実なため、
平成28年５月20日に公表した第２四半期累計期間並びに通期の業績予想の数値は現段階では未達となる見込みで
あります。

※上記業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて算定しており、潜在的なリスクや不確実性を含
　んでおります。実際の業績は、様々な要因の変化により、上記予想とは異なる結果となる可能性もあ
　ります。

以 上

(ご参考)前期実績
8,568 506 479 284 13.92

(平成28年3月期)

増減率(%) △ 20.0 △ 40.4 △ 41.6 △ 36.3

増減額(B-A) △ 1,603 △ 206 △ 192 △ 97

13.09

今回修正予想(B) 6,400 304 269 170 8.32

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 8,003 510 461 267

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

(ご参考)前期第2四半期実績
4,296 242 233 129 6.34

(平成28年3月期第2四半期)

増減率(%) △ 21.6 △ 60.0 △ 58.1 △ 68.0

増減額(B A)  802  117  100  68

以　上


